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１                              問題のページへ 
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(2) )0,1(A を通る直線 lを, 1=x または )1( -= xay （aは実数）とおく。 

(i)  1: =xl のとき 

円(＊)の中心と直線の距離は, 
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よって, 直線 1=x と円(＊)の共有点はない。 

(ii) )1(: -= xayl のとき 

条件から, 円(＊)の中心と直線 0=-- ayax の距離が, 半径に等しいことより,  
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よって, 1222 += aam から, 
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さて, 直線 lの法線方向の単位ベクトルnの成分は,  
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以上より, 接点の座標 ),( yx は, 右上図より,  
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［解 説］ 

接点の座標を求めるときに, 少し工夫をし, 単位ベクトルを利用して計算量を減ら

しています。 
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２                              問題のページへ 

(1) axax ee
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すると, この曲線と x軸で囲まれた図形を x軸のまわりに 1回転させてできる回

転体の体積 Vは,  
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［解 説］ 

微積分の基本レベルの総合問題です。 
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３                              問題のページへ 
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［解 説］ 

定積分の計算問題です。(2)は, そのまま計算してもよいのですが, 何か裏があると

みるのが常識的です。 
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４                              問題のページへ 
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［解 説］ 

数列の和の公式を証明する基本問題です。また, (3)は有名問題です。 
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５                              問題のページへ 
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すると, { } 2)12()(1det 222
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［解 説］ 

③④式を導く部分は工夫をしていますが, 行列 P の成分で計算をしても, 少々時間

がかかるだけです。 
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６                              問題のページへ 

(1) 0: 22 =++ byayxC ……①, 12: -= xyL ……②が接することより,  
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これを図示すると, 右図の太線部となる。ただし, 白丸は含

まない。 

 

［解 説］ 

計算量はやや多めですが, 2次曲線の標準的な問題です。 
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